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僕と飯田氏は靴を脱ぐのももどかしく階段を駆け上がって冴子の部屋へ行った。明かりのスイッチを入れ、ベッドに目をやる。
ベッドはもぬけの殻だった。
あとから母が階段を上ってきた。おろおろして、涙を目に浮かべている。
「いついなくなったの?!」
僕は怒鳴るように言った。
「わからない。さっき様子を見に来たらいなくなってたの」
カーテンが風に揺れている。僕は窓のところへ行った。窓は開け放されている。
「窓から脱出したようですね」
背後で飯田氏が言った。僕は窓からベランダへ出た。暗闇を見透かして、庭に目をやる。その周囲にも目をやった。冴子の姿はどこにもなかった。
部屋に戻ると、飯田氏がロープの切れ端を手にしていた。
「どうやら噛み切ったようです。それにしても怪力だ」
「大変だ」
僕は口走った。
「探さなくちゃ。妹は人を襲う」
僕たちはあわてて階段を駆け下り、玄関に引き返した。
「私も協力します」
飯田氏が言った。
「ありがとうございます。母さん、母さんは家で留守番してて。父さんが帰ってきたら、冴子が逃げたと言って」
「わ、わかった」
僕と飯田氏は家を飛び出した。
「二手に分かれて探しましょう」
飯田氏が言った。
「私はこっち。高梨さんはそっち」
「わかりました。気をつけてください。油断してると噛みつかれます」
「わかってます」
僕は路地を走って冴子の姿を探しはじめた。一瞬、「冴子!」と名を呼びそうになって、すんでのところで思いとどまった。知性を失っているゾンビが、呼びかけに答えるはずがない。
ゾンビは一体どんなスピードで移動できるのだろうか。昔のゾンビ映画を観ると、ゾンビはよたよたと歩いているように描写されている。しかし、リメイクの『ドーン・オブ・ザ・デッド』では、ゾンビが走るようにして恐怖感を煽っていた。一体どっちが本当なのだ。いずれにしても、僕はかなりのスピードで走って冴子の姿を求めていった。
数分の間、駆けずり回った。だが、どこにも冴子の姿がない。夜だが、通行人がちらほらいる。もう人を襲っただろうか。僕はパニックに陥りながらどんどん走っていった。
「高梨さん!」
どこかから、飯田氏が叫ぶ声が聞こえてくる。
「高梨さん、来てください!」
僕は引き返し、声のする方へ走っていった。しばらくすると、飯田氏の姿が見えてくる。
冴子も一緒だった。冴子はよろよろと歩きながら飯田氏の方へ迫っていく。どうやら、ゾンビは走らないらしい。少しほっとした。
「こっちだ、こっちだ」
飯田氏は冴子に声をかけながら後ずさりしている。僕はその傍らに駆け寄った。
「コンビニに入るところでした」
飯田氏が冴子に目を向けたまま言った。
「あと数秒遅かったら店に入っていたでしょう。間一髪でした」
「どうしたらいいんですか」
「とりあえず、高梨さんの家の方へ誘導しましょう」
僕たちは二人して冴子を家の方へ誘導していった。冴子は唸り声を上げながらゆっくりと迫ってくる。まるで「鬼さんこちら、手の鳴る方へ」だ。時折通りかかる通行人が、一体何事かという目で見ていく。かまってられない。とにかく、家まで連れていかなくては。
何とか家の前まで冴子を誘導することができた。インターホンを鳴らし、母に玄関の鍵を開けてもらう。僕と飯田氏は家に入り、階段を上っていく。冴子が両腕をこちらに伸ばしながらついてくる。父が冴子の後ろから階段を上ってきた。また顔を赤くしている。どこかで飲んできたのか。それとも帰宅してからビールを飲んだか。いずれにしても腹が立つ。
僕と飯田氏は冴子を彼女の部屋に誘導することに成功した。噛みつかれないように距離を置きながら、飯田氏が冴子の後ろに回り、背後からハンカチで猿轡を噛ませる。次に父が冴子を羽交い締めにした。
「母さん、ロープを取ってきて!」
階下の母に声をかける。母はすぐにロープを手にして階段を上ってきた。それを使って、僕と飯田氏と父の三人で冴子の両手と両足を縛る。冴子は唸り声を上げてのたうち回る。ベッドの上に横たえて、やっとほっと一息ついた。
「どうなってるんだ、これは」
父が息を喘がせながら言った。
「ロープじゃ無理だということがわかった」
僕は冴子を見下ろしながら呟いた。
「何とかしなきゃ」
「奥田くんの奥さんに檻を貸してもらったらどうですか」
飯田氏が言った。
「奥田くんの家ではもう要らないでしょう」
「それもそうですね」
確かにいい案だ。さっそく、頼みに行こう。僕は父に言った。
「父さん、冴子を見張っていてくれ。飯田さんと僕は奥田教授の家から動物の檻を借りてくる」
「また冴子を檻に閉じこめるのか」
「ロープでは引きちぎられてしまう。そうなったら僕たちも危ない。今夜は人を襲う寸前で取り押さえたからよかったが、街に出たら大変なことになってしまう」
「わ、わかった」
僕と飯田氏は飯田氏の車に乗り込み、さっそく奥田教授の家に向かった。
飯田氏は制限時速を超えてかなりスピードを出している。焦っているのだろう。僕も同じだ。一刻も早く檻を持って家に帰りたい。
「もう、妹をこのままにしておくことはできないかもしれない」
僕は呟くように言った。
「どういう意味ですか」
「ゾンビは、脳を破壊しなければ死にません。いや、すでに死んでいるのは確かですが」
「妹さんの脳を破壊しようというのですか」
「そうしなければならないようになってきた気がするんです」
「しかし、まだゾンビが存在すると決まったわけじゃない。私たち医者に任せたらどうですか」
「閉じ込めても、外へ逃げ出します。外へ出せば、人を襲います。もう限界です」
「いや、まだ限界じゃない。必ず方法はあるはずです。とりあえず、妹さんを檻に閉じ込めましょう。今後の対策はそれから相談しましょう」
奥田教授の家に到着する。もうかなり遅くなっていた。だが、窓にはまだ明かりがともっている。僕たちは教授の家の玄関に駆け寄り、インターホンのボタンを押した。
返事がなかった。しばらくしてまた押すが、やはり返事がない。僕たちは顔を見合わせた。
「今晩は、今晩は」
飯田氏が大声を出しながら玄関のドアをたたく。だが、それでも返事がない。次に飯田氏はドアノブに手をかけた。
ドアノブが回る。鍵がかかっていないのだ。僕たちは再び顔を見合わせた。それから、ドアを開けて中に入った。
「奥田さん、奥田さん」
玄関で飯田氏が中に向かって声をかける。返事はない。
「奥田さん、あがりますよ」
飯田氏が再び言う。僕たちは靴を脱いで上がり、明かりのついているリビングへ歩いていった。
リビングのドアが半開きになっている。僕たちはそろそろと中へ入っていった。そして、二人同時に悲鳴を上げた。
奥田教授の奥さんが天井の蛍光灯に結んだロープで首をつってゆらりゆらりと揺れていた。
【続く】
OCTA ORCA DM skunk
murbo
■OCTA ORCA DM skunkオクタオルカ ディーエム スカンク
ブラザーシティーに増えつつある反政府組織の地上兵器の破壊などの隠密行動に計画された。反政府組織の存在を政府は認めていないため、秘密裏に行動する必要があった。これに対応するためにOCTA ORCAにも専用の狙撃銃などが開発されることとなった。それがE98aである。
OCTA ORCA DM skunkは狙撃用レーザーガンE98a装備した狙撃に特化したバリエーションで、実践でも数回使用されている。
狙撃銃E98aはOCTA ORCA 2の標準装備のイェーガーファウストを基本設計とし、飛行機能の削除、打撃力よりも収束性と飛距離を優先したレーザー発射システムを装備している。本来、大戦後の環境の変化に伴い、レーザーの減衰が大きくなり長距離射撃には向かないものを、機澤重工業の攻撃用レーザー開発部では短時間ではあるが実弾以上の飛距離を出すことに成功し、最大4km程度、曇天でも約2.5km先の目標を狙撃する事が可能になった。エネルギーは一発ごとにカートリッジで供給する仕様になっているために連射ができない。常に懸念される冷却についてはイェーガーファウストの基本設計のままを活用し、加速器と収束装置周辺の再設計でチューニングしている。それは外観にも現れていて、全長が短くなり多少でも取り回しが容易になっている。
一般に公開されたからも改良が続き、E98bでは三発程度の連続給弾が可能になった。しかし、次弾発射までには約10秒のタイムチャージが発生する。この改良で全長は更に短くなっている。
肩には射撃をサポートと索敵用レーダーやコンピュータが増設されている。これはDM polar bearのレーダーユニットを一部流用して作られている。
羽は初期型を改良し、単独での長距離移動と狙撃位置からの即時離脱を可能にしている。反対にOCTA ORCAのコンセプトであった高速移動と機動力に関しては劣った仕様になっている。
色はコバルトブルー。実践に参加した機体は他のバリエーションで実験された迷彩パターンがプリントされていた。
DM skunkの実験を元に改造されたOCTA ORCA sniperによって反政府組織の反重力偵察機が破壊されたことが公になり、状況は大きく進展する。
戦後の復興期から既に十年以上過ぎても未だ荒廃した地上に反政府組織の反重力偵察機オウルナイトが一機、街を索敵している。反政府組織の兵器は全く無人化されておらず、最低一人は搭乗している。この偵察機にも一人だけ有志によって操縦されていた。街中を隈なく走っているNu-carのグループは武装していないので見つかっても攻撃されることはないが、情報は瞬時に近くのOCTA ORCAのチームに共有され、またたく間に瞬殺される。この数分間のブランクタイムが恐怖だった。その恐怖がついにやってきた。
オウルナイトを狙う狙撃用に改造されたOCTA ORCA sniper。開発中の光学迷彩の発するノイズによってオウルナイトでも発見可能だ。狙撃前に退避する。歪んだ上空からレーザー光線が発射される。OCTA ORCA sniperの光学迷彩はベータ版で周囲と同化はするが自分の形に歪んでいるのだった。発見されてしまったOCTA ORCA sniperは光学迷彩を解除してオウルナイトを追う。オウルナイトは逃げ切るが、Nu-carに見つかり、こちらからも追われる。オウルナイトのパイロットは自動運転に切り替えてOCTA ORCA sniperを迎撃する。再び光学迷彩を起動したOCTA ORCA sniperをマシンガンで掃射し続ける。ばらまいた銃弾は偶然左脚を破壊する。歪みは実態を表し、OCTA ORCA sniperは光学迷彩を強制解除、緊急退避する。この状況をNu-carチームはそのまま地下都市へ中継してしまい、地上の反政府組織の存在を一般に明らかになった。
ということで、OCTA ORCA sniperの元になったと言う設定のOCTA ORCA DM SKUNK。自分ちのマークをネタにしたデザインです。武器はネタに困って標準装備の簡易型にしようとしていましたが、作ってる最中に狙撃銃にしようと思い付き、肩のデザインも簡易型レーダーユニットとしてデザインし直しました。作っている最中に決めたので決めていない頃に新造したマジックハンドはそのまま残っております。改良型のマジックハンドの代わりに光学迷彩搭載のシールドをつけました。全長もコツコツ縮めております。そろそろネタ切れかと自分でも思っておりますが後少し作ろうかと思ってもいます。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/第55号の編集後記でございます。が、今回はお休みです。
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